
糖質・血圧系応答モニタリング
食事や環境変化によって生じる“糖質応答の傾向” Carb値と
脈拍・脈波由来の“血圧系応答” Vasc値、さらに脱水・貧血
傾向 HR/SVを一つのデバイスで同時測定。日常の食生活を
見直す具体的ヒントが得られます。

Neuro-PPG構想
手首だけでなく複数部位（Dual）の脈波を同時に測定し、
脳の応答性を末梢脈波の変化として捉えることで、生活パ
フォーマンス・コンディションの向上に役立つ日常的な気づ
きと、認知機能の早期変化を捉える評価の包括的構想です。

センサー２台（最大４台）同時測定（Dual機能）に対応
左右差の可視化など、ストレスや脳血流に関する研究用途にも有用です。

糖質・血圧系応答モニタリング

簡易息こらえ応答指標（PPG-BHI）

数秒の呼吸負荷（息を吸って止めて吐く）に
対する脈波の応答を解析し、集中度やリアク
ネス（頭の冴え）、食後の“頭のもやもや”の
変化に加え、脳血管・神経応答の低下と関連
する認知機能の早期変化にも気づきを与える
指標として活用します。

Carb（糖質応答）＋Vasc（血圧系応答）＋HR/SV（脱水系）＋
NeuroPPG（血管反応性）を 1つの時間軸で統合評価する。
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糖質＋血圧系応答+脱水系の同時モニタリング

食後の脈波変化から、糖質の影響や代謝の傾向(Carb
値）、血圧関係の応答(Vasc値）さらに脱水・貧血傾
向(HR/SV)を同時に推定し表示します。血糖値や血
圧を測らずに、日常の食生活を見直す具体的ヒント
が得られます。（手首甲、手の平で測定します。）

手首や足首の脈波の変化から、食事による糖質
の影響や代謝の傾向を針を刺さずに推定します。
食後や暑熱環境での身体の変化、運転時の反応
の緩慢さなど、“背景にある生理反応”を把握す
るためのヒントとして活用できます。

左右の手足など、複数部位の脈波を同
時に計測し、脈波の「左右同期度」や
波形の左右差をリアルタイムに比較・
解析します。脈波は自律神経の左右バ
ランス変化を反映し、脳血流の左右差
に関する研究やストレス評価の指標と
しての応用が期待されています。

手首、足首で糖質応答モニタリング

左右ー脈波バランス・ストレス・自律神経機能評価
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